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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第68期
第２四半期
連結累計期間

第69期
第２四半期
連結累計期間

第68期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（百万円） 13,821 15,444 28,320

経常利益（百万円） 1,626 1,577 3,144

四半期（当期）純利益（百万円） 1,094 994 1,812

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
977 979 1,658

純資産額（百万円） 18,229 19,336 18,615

総資産額（百万円） 35,313 40,235 39,717

１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
89.00 80.89 147.36

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 50.5 47.2 46.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,604 1,301 3,664

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,656 △2,452 △2,408

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,529 △677 △30

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高（百万円）
3,645 4,550 6,426

　

回次
第68期
第２四半期
連結会計期間

第69期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 37.64 35.15

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２．売上高には、消費税等は含んでいません。

３．第68期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しています。　

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していま

せん。

２【事業の内容】

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による厳しい状況から徐々に持ち直す動

きがみられるものの、円高の長期化、欧州の財政不安による世界的な景気停滞などにより、先行きが不透明な状況で

推移しました。

　このような環境のもと、当社グループは国内外の情報通信産業を中心に、顧客のニーズに基づいた多種多様なフッ

化物製品の供給を行うとともに、特殊貨物輸送で培った独自のノウハウに基づいた化学品の物流を担う事業展開を

行ってきました。

　当第２四半期連結累計期間の売上高は154億44百万円（前年同期比11.7％増）となりました。増加した主な要因

は、主力の半導体・液晶部門の売上高が増加したことによるものです。売上原価に関しましては、主要原料である無

水フッ酸の価格が上昇したため原価率は前年同期と比べ上昇しました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益は15億63百万円（同8.2％減）、経常利益は15億77百万円（同

3.0％減）、四半期純利益は９億94百万円（同9.1％減）となりました。

　セグメントの業績は次のとおりです。

①高純度薬品

高純度薬品事業につきましては、主力である半導体・液晶部門の製品販売が前年同期を上回った結果、売上高

は128億56百万円（前年同期比11.5％増）となりました。営業利益については、出荷量の増加および販売価格の値

上げが寄与しましたが、主原料価格が高い水準で推移したことにより利益を圧迫しました。その結果、17億４百万

円（同25.3％減）となりました。

②運輸

運輸事業につきましては、業容拡大を背景に、近年新規開設した営業所において採算が改善したことなどによ

り、運輸関連および倉庫関連の売上高が堅調に推移した結果、売上高23億65百万円（前年同期比14.1％増）、営業

利益４億62百万円（同67.7％増）となりました。

③メディカル

メディカル事業につきましては、主として非臨床試験費用および治験準備費用を計上した結果、営業損益は２

億48百万円の損失（前年同期は営業損失４億61百万円）となりました。

④コスメティック

コスメティック事業につきましては、インターネット販売が堅調に推移した結果、売上高は１億８百万円（前

年同期比158.7％増）となりました。広告等の販促費用を計上した結果、営業損益は１億96百万円の損失（前年同

期は営業損失１億60百万円）となりました。

⑤その他

その他の区分の売上高は１億12百万円（前年同期比37.6％減）となりました。営業損益は、新規事業のムーン

ライト事業（蓄光製品の製造販売）およびＥＭＳ事業（エネルギー管理システムの開発）の先行投資費用等を

計上した結果、１億64百万円の損失（前年同期は営業損失２億44百万円）となりました。
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(2)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は前連結会計年度末と比

較して18億76百万円減少し、45億50百万円となりました（前年同期は、16億87百万円の減少。）

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間においては、税金等調整前四半期純利益15億46百万円、減価償却費11億96百万円、た

な卸資産の増加７億８百万円、法人税等の支払額８億79百万円等により13億１百万円の収入となりました。

前年同期（16億４百万円の収入）と比較すると、たな卸資産の増加等により３億３百万円の収入減少となりま

した。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間においては、有形固定資産の取得等により24億52百万円の支出となりました。

前年同期（16億56百万円の支出）と比較すると、有形固定資産の取得による支出の増加等により７億95百万円

の支出増加となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間においては、有利子負債の返済等により６億77百万円の支出となりました。

前年同期（15億29百万円の支出）と比較すると、短期および長期借入れによる収入が増加したこと等により８

億52百万円の支出減少となりました。

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4)研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費は、４億92百万円です。なお、当第２四半期連結

累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末　現
在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,300,000 12,300,000

東京証券取引所

大阪証券取引所

各市場第一部

単元株式数

100株

計 12,300,000 12,300,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額(百万円)

資本準備金残
高（百万円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日
－ 12,300 － 3,180 － 3,288
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（６）【大株主の状況】

 (平成23年９月30日現在)

氏名または名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

深田　純子 堺市西区 1,504 12.23

ゴールドマンサックスアンドカ

ンパニーレギュラーアカウント

（常任代理人ゴールドマン・

サックス証券株式会社）

200 WEST STREET NEW YORK, NY, USA

（東京都港区六本木６丁目10番１号 六本

木ヒルズ森タワー）　

601 4.89

橋本　亜希　　 大阪市中央区 518 4.22

深田　ダニエル颯 兵庫県芦屋市 503 4.09

ステートストリートバンクアン

ドトラストカンパニー

（常任代理人　株式会社みずほ

コーポレート銀行兜町証券決済

業務室） 

P.O.BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS

02101 U.S.A.

(東京都中央区日本橋兜町６番７号)

468 3.81

橋本　信子 堺市西区 367 2.99

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－11 361 2.93

深田　麻実 兵庫県芦屋市　 324 2.64

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社(住友信託退給口)
東京都中央区晴海１丁目８－11 324 2.63

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目１１番３号 317 2.58

計 － 5,291 43.02

　（注）１.「株式総数に対する所有株式数の割合」は、小数点第３位を四捨五入しています。

　      ２. アライアンス・バーンスタイン株式会社から、平成23年６月２日付の大量保有報告書の写しの送付があり、平

成23年５月31日現在で651千株を保有している旨の報告を受けていますが、当社として当第２四半期会計期間末

時点における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めていません。

　　　　なお、アライアンス・バーンスタイン株式会社の大量保有報告書の写しの内容は以下のとおりです。

　　　　　大量保有者　　　　　　　　　　　アライアンス・バーンスタイン株式会社

　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　東京都千代田区丸の内一丁目８番３号丸の内トラストタワー本館

　　　　　保有株券等の数　　　　　　　　　株式　651,600株

　　　　　株券等保有割合　　　　　　　　　5.30％　

　　　　３．住友信託銀行株式会社およびその共同保有者２社から、平成23年10月６日付の大量保有報告書の写しの送付があ

り、平成23年９月30日現在でそれぞれ以下のとおり株式を保有している旨の報告を受けていますが、当社として

当第２四半期会計期間末時点における実質所有株主数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めてい

ません。

氏名または名称 住所
所有株式数

（千株）

　株券等保有割合　

（％）

 住友信託銀行株式会社  大阪市中央区北浜４丁目５番33号 　　　　　495 4.03

 中央三井アセット信託

 銀行株式会社
 東京都港区芝３丁目23番１号  　　　　　103 0.84

 日興アセットマネジメン

 ト株式会社

 東京都港区赤坂９丁目７番１号

 ミッドタウン・タワー
　　 　　　16 0.13
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 （平成23年９月30日現在）

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 　 500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 12,295,700 122,957単元株式数100株

単元未満株式 普通株式      3,800 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 12,300,000 － －

総株主の議決権 － 122,957 －

　

②【自己株式等】

 （平成23年９月30日現在）

所有者の氏名または名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

ステラケミファ株式会社

大阪市中央区

淡路町三丁目

６番３号

500 － 500 0.00

計 － 500 － 500 0.00

　　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しています。　

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）および第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,506 4,640

受取手形及び売掛金 6,797 6,729

商品及び製品 1,154 1,603

仕掛品 719 897

原材料及び貯蔵品 520 611

その他 630 720

貸倒引当金 △70 △70

流動資産合計 16,259 15,132

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,326 6,113

機械装置及び運搬具（純額） 5,792 5,479

土地 5,490 5,490

建設仮勘定 3,270 5,403

その他（純額） 802 872

有形固定資産合計 21,682 23,359

無形固定資産

のれん 535 459

その他 79 78

無形固定資産合計 614 538

投資その他の資産

その他 1,173 1,217

貸倒引当金 △12 △12

投資その他の資産合計 1,160 1,205

固定資産合計 23,457 25,102

資産合計 39,717 40,235

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,737 2,144

短期借入金 2,509 3,263

1年内返済予定の長期借入金 3,504 3,610

未払法人税等 920 489

賞与引当金 290 369

その他 3,211 3,463

流動負債合計 12,173 13,341

固定負債

長期借入金 7,396 6,160

退職給付引当金 724 564

役員退職慰労引当金 421 447

その他 385 384

固定負債合計 8,927 7,557

負債合計 21,101 20,898
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,180 3,180

資本剰余金 3,288 3,288

利益剰余金 12,244 12,981

自己株式 △1 △1

株主資本合計 18,711 19,448

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3 △1

繰延ヘッジ損益 △9 △118

為替換算調整勘定 △395 △325

その他の包括利益累計額合計 △402 △445

少数株主持分 305 333

純資産合計 18,615 19,336

負債純資産合計 39,717 40,235
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 13,821 15,444

売上原価 10,003 11,860

売上総利益 3,818 3,583

販売費及び一般管理費 ※
 2,115

※
 2,020

営業利益 1,703 1,563

営業外収益

持分法による投資利益 34 52

その他 63 80

営業外収益合計 98 132

営業外費用

支払利息 72 77

為替差損 90 32

その他 10 8

営業外費用合計 174 118

経常利益 1,626 1,577

特別利益

固定資産売却益 2 4

特別利益合計 2 4

特別損失

固定資産廃棄損 7 34

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 11 －

その他 0 0

特別損失合計 19 35

税金等調整前四半期純利益 1,609 1,546

法人税等 496 528

少数株主損益調整前四半期純利益 1,112 1,018

少数株主利益 18 23

四半期純利益 1,094 994
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,112 1,018

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △11 △5

繰延ヘッジ損益 － △108

為替換算調整勘定 △74 50

持分法適用会社に対する持分相当額 △49 23

その他の包括利益合計 △135 △38

四半期包括利益 977 979

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 972 951

少数株主に係る四半期包括利益 5 27
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,609 1,546

減価償却費 1,218 1,196

のれん償却額 75 75

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2 △0

賞与引当金の増減額（△は減少） 44 79

退職給付引当金の増減額（△は減少） 33 △160

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7 26

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 11 －

受取利息及び受取配当金 △3 △3

支払利息 72 77

為替差損益（△は益） 85 53

持分法による投資損益（△は益） △34 △52

有形固定資産除売却損益（△は益） 6 29

売上債権の増減額（△は増加） △658 93

たな卸資産の増減額（△は増加） △149 △708

仕入債務の増減額（△は減少） 284 397

その他の流動資産の増減額（△は増加） 9 △32

その他の流動負債の増減額（△は減少） △83 △190

未収消費税等の増減額（△は増加） 2 △1

未払消費税等の増減額（△は減少） △72 △145

その他 45 △28

小計 2,509 2,251

利息及び配当金の受取額 188 3

利息の支払額 △74 △74

法人税等の支払額 △1,019 △879

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,604 1,301

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △10

有形固定資産の取得による支出 △1,635 △2,436

有形固定資産の売却による収入 6 8

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

その他の支出 △33 △17

その他の収入 6 4

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,656 △2,452

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △577 729

長期借入れによる収入 912 620

長期借入金の返済による支出 △1,594 △1,767

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △270 △258

リース債務の返済による支出 － △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,529 △677

現金及び現金同等物に係る換算差額 △105 △47

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,687 △1,876

現金及び現金同等物の期首残高 5,284 6,426

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

48 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,645

※
 4,550

EDINET提出書類

ステラケミファ株式会社(E00805)

四半期報告書

13/20



【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更および過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）および「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しています。

　

（退職給付引当金）

　当社は、確定拠出年金法の施行に伴い、平成23年６月に適格退職年金制度を廃止するとともに、退職一時金制度の一部に

ついて確定拠出年金制度へ移行し、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号）を

適用しています。本移行に伴う損益に与える影響はありません。

　  　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　該当事項はありません。

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は

次のとおりです。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は

次のとおりです。

賞与引当金繰入額 46百万円

貸倒引当金繰入額 1 

退職給付費用 9 

役員退職慰労引当金繰入額 17 

研究開発費 726 

賞与引当金繰入額 61百万円

退職給付費用 7 

役員退職慰労引当金繰入額 26 

研究開発費 492 

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成22年９月30日現在)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成23年９月30日現在)

現金及び預金勘定 3,715百万円

預入期間が３カ月を超える

定期預金　
 △70百万円

現金及び現金同等物 3,645百万円

現金及び預金勘定 4,640百万円

預入期間が３カ月を超える

定期預金　
 △90百万円

現金及び現金同等物 4,550百万円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

１．配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月18日

取締役会
普通株式 270 22平成22年３月31日平成22年６月８日利益剰余金
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２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年10月27日

取締役会
普通株式 209 17平成22年９月30日平成22年11月29日利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

１．配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月17日

取締役会
普通株式 258 21平成23年３月31日平成23年６月２日利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年10月26日

取締役会
普通株式 209 17平成23年９月30日平成23年11月28日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 
報告セグメント

その他
（注）

合計高純度
薬品　

運輸 メディカル
コスメ
ティック

計

売上高        

外部顧客への売上高 11,525 2,073 － 42 13,641 180 13,821

セグメント間の内部

売上高又は振替高
28 1,411 － － 1,440 80 1,520

計 11,554 3,485 － 42 15,081 260 15,342

セグメント利益

又は損失（△）
2,279 275 △461 △160 1,934 △244 1,689

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理事業、自動車整　　　

備事業、アグリ事業およびムーンライト事業（蓄光製品の製造販売）を含んでいます。

２．報告セグメントの利益または損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額および当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,934

「その他」の区分の利益 △244

セグメント間取引消去 13

四半期連結損益計算書の営業利益 1,703

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

  該当事項はありません。　
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 
報告セグメント

その他
（注）

合計高純度
薬品　

運輸 メディカル
コスメ
ティック

計

売上高        

外部顧客への売上高 12,856 2,365 － 108 15,331 112 15,444

セグメント間の内部

売上高又は振替高
0 1,440 － － 1,441 96 1,537

計 12,857 3,806 － 108 16,772 208 16,981

セグメント利益

又は損失（△）
1,704 462 △248 △196 1,722 △164 1,557

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理事業、自動車整　　　

備事業、EMS事業（エネルギー管理システムの開発）およびムーンライト事業（蓄光製品の製造販売）

を含んでいます。

２．報告セグメントの利益または損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額および当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,722

「その他」の区分の利益 △164

セグメント間取引消去 5

四半期連結損益計算書の営業利益 1,563

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

  該当事項はありません。　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎は、以下のとおりです。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

　　１株当たり四半期純利益金額 89円00銭 80円89銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 1,094 994

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額　

（百万円）
1,094 994

普通株式の期中平均株式数（千株） 12,299 12,299

（注）　潜在株式調整１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　平成23年10月26日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議しました。

（１）配当金の総額……………………………………209百万円

（２）１株当たりの金額………………………………17円00銭

（３）支払請求の効力発生日および支払開始日……平成23年11月28日

（注）平成23年９月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月11日

ステラケミファ株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松村　 豊　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 平岡　義則　　 印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているステラケミファ株式

会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平

成23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ステラケミファ株式会社及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しています。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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